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風声雪語 －野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  盛夏の候、日々ご清祥のこととお慶び

申し上げます。 

 この度はご多忙中にもかかわらず、野

副学長、小山同窓会長、伊吾田先生にお

かれましては、当支部総会、研修にご臨

席、講演を頂きありがとうございまし

た。書面をお借りいたしまして厚く御礼

を申し上げます。 

 総会は、今年役員の改選があり、石月

支部長が退任し、あらたに北原良一氏が

支部長に選出され、無事終了いたしました。 

 その後、野副学長、小山同窓会長、岡田関東

甲信越地区会長の学園、同窓会の近況、祝辞を

いただき研修に移りました。 

 研修は伊吾田准教授により北海道、内地にお

けるシカ被害の実態、対策そして官民一体の協

力の必要性等について講演をいただきました。

今回は、昨年に引き続き、演題に興味のある高

校生（２，３年生）が４名聴講参加し、最後の

質疑においても一般会員にまじり発言があり、

有意義に終わることができました。 

 その後、高校生も含めて、集合記念撮影を実

施、懇親会にうつりました。（高校生は参加せ

ず）懇親会は千葉県支部副支部長の乾さんの乾杯

で始まり、お互いの現状やら、在学中の思い出話

などに花が咲き、盛会のうちに高澤所長の一本締

めで散開となりました。 

 以上、お礼と合わせ総会の状況をご報告申し上

げます。今後とも、当支部に対し従前に増してご

指導ご鞭撻のほど御願い申し上げます。 

（文責 事務局長 高橋善親） 
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２０１６年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １，５８５名 

 大   学 計   ２９，４１５名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   １９，７９６名 

 合 計 計   ６０，２８３名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    

  ９２，０００名 

   総合計  

 １５２，５８６名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（１）(島根) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（１) 

関東甲信越地区新潟県支部総会報告  



四国地区高知県支部総会報告  

 高知県支部総会は、平成２９年７月1日に高知会館にて、

学校側からご来賓として谷山弘行理事長、小山久一同窓会長

のご臨席を賜り、１２名の同窓生の参加で開催しました。総

会では、宮本勇清会長からの挨拶に続き、谷山理事長からの

ご祝辞、小山同窓会長から同窓会の最近の状況を含めご挨拶

をいただきました。 

 その後、参加者全員が自己紹介をし、宮本会長を議長に選

出し、議案の審議を行いました。まず、今期の活動報告、会

計報告を橋田正人事務局長から提案があり、質疑応答の後承

認されました。続いて、会則の確認のあと、次期の役員を審

議し、前期に引き続き、今期も同じ役員で高知県支部を運営

してくことになりました。 

 また、今後の本会の運営について、前向きな意見交換がさ

れ、次回の総会までに会費の徴収を含んだ会の円滑な運営方

法について検討することや、また個人情報等を守りつつ、今

後どのように会員同士が連絡を取り合うのか等の話し合いが

されました。 

 その後、「酪農学園の近況」と題して、谷山弘行理事長か

らパワーポイントを使って一時間にわたりご講演がありまし

た。近年学園全体の組織も大きく変わり、また学習内容も、

多様化した生徒に対応すべく、新しい取り組みを導入してい

るお話がありました。 

 また、これらの一連の改編のなかで、酪農学園の設立時の

理念をしっかりと残し、未来に引き継いでいる旨の話があ

り、参加者も学園の変化に驚きながら、学生当時を思い出す

ことができたようです。 

 その後、高知城が見える会場に移り、宮本会長の挨拶に続

き、谷山理事長からのご挨拶をいただき、小山同窓会長の乾

杯の音頭で開宴し、土佐の皿鉢料理を囲み、楽しい宴が開か

れました。 

 懐かしい学生時代の話しに花が咲き、予定していた時間が

あっと言う間に過ぎました。そして結びに全員で記念写真を

撮影し、酪農賛歌を合唱し、篠原修副会長の締めの乾杯の音

頭でお開きとなりました。（文責 事務局長 橋田正人） 

 

  

地区支部同窓会 紹介コーナー            
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風声雪語 －野幌だより－ 

近畿地区京都府・滋賀県支部合同総会報告 

 「京都府支部・滋賀県支部合同総会」を6月11日（日）に行い

ました。 

 石島副学長より大学の近況をお話頂きました。気軽に見に行く

ことが出来ない私たちは、毎年変化する母校の様子に聞き入りま

した。 

 懇親会では理事会で話された内容への議論などを通して、近畿

地区と母校や同窓会との関わりについて意見の交流がありまし

た。 

 また、今話題の加計学園の獣医学科新設は近隣の出来事でもあ

り興味のある話となりました。突然できる大規模獣医学科にそれ

ぞれの意見はありましたが、近畿地区では特に影響があるだろう

と感じました。 

 近畿地区は、今後も同窓生の結束だけでなく、新たな後輩の輩

出に団結して尽力していかなければならないと心を新たにしまし

た。(京都支部 事務局長 佐藤豪三） 

 

 

九州地区福岡県支部総会報告 

 去る６月２４日（土）、福岡市中央区今泉「博多表邸」におい

て、福岡県支部総会（懇親会）を開催しました。 

 県内各地より、６６年前に卒業された吉田潤世先輩（短大創期

生）から数年前に卒業された同窓生まで、老若男女２２名の出席

を得ての開催となりました。 

 立川弘一副会長（大学酪農１６期生）の司会進行により開会

し、樺木野昂会長（大学酪農７期生）の開会挨拶の後、来賓とし

てご出席いただいた酪農学園谷山弘行理事長、近雅宜常務より、

学園の近況を報告いただきました。樺木野会長より県内同窓生の

状況、会の会計などの報告を行い、福岡県で恒例となっている最

も早く卒業された同窓生（吉田潤世氏）による乾杯の発声によ

り、懇親会に入りました。懇親会は自己紹介をする暇もないほど

盛り上がり、締めは、これも恒例となっている直近の卒業生（２

０１１年生命環境卒）三成有香さんの音頭により博多一本締めで

の閉会となりました。 
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関東甲信越地区千葉県支部総会報告  

 酪農学園同窓会関東甲信越地区千葉県支部同窓会総会が去る

7月15日千葉市生涯学習センターで開催された。 

 大学からは加藤清雄名誉教授並びに榮忍とわの森三愛高校長

を来賓にお招きし,他に高澤東京オフィス所長,岡田勉関東甲信

越地区会長,須田利明東京都支部長,廣間善之埼玉県支部長,石月

晋新潟県支部長,早田俊輔神奈川県支部監事,平岡征雄神奈川県

顧問らが支部間交流促進の為応援に駆けつけていただいた。 

 総会議事終了後,記念講演会に移行し,祖父の時代に満蒙開拓

団の一員として渡満し,終戦後苦難の引き揚げ入植者として荒

廃地開拓に苦労され,父親と本人が酪農学園に学び卒業後,農事

組合法人新利根協同農学塾農場を運営されている上野裕氏を講

師に迎え,現在放牧酪農を実践し,家畜と糞尿と地力増強による

循環型酪農実践の実態をお話しいただいた。今後EU地域から

のチーズ自由化を控え,益々厳しい対応を迫られている日本酪

農の一つの形態として,規模拡大に走ることなく地に足を付け

て,地域社会とも共存できる放牧酪農で家族が仲良く暮らし,

「乳と蜜の流れる郷」を希求されている姿に,酪農学園創始者

黒澤酉蔵先生が循環酪農を提唱し約80年を経過した今日,講師

の堅実な姿に若き日の黒澤先生の姿を重ね合わせた心打つ内容

の話であった。 

 その後,千葉駅前の居酒屋に場所を移し,来賓・講師・参加者

の交流を深めるための宴会を行い大いに交流の絆を深めあう事

が出来た。 (報告者:千葉県支部長 唐仁原景昭)  

 

関東甲信越地区東京都支部総会報告  

去る7月22日（土）関東甲信越地区東京都支部総会が酪農学園

東京オフィスにて、その後の懇親会が東京スカイラウンジにて

開催されました。開会の冒頭 当支部顧問で関東同窓会設立メ

ンバーの一人である、草地道一大先輩が6月17日ご逝去されま

したことをご報告し全員でご冥福を祈り黙とうをいたしまし

た。総会の司会進行は安藤武男副支部長の開会宣言の後、須田

利明支部長よりご来賓の方々へ歓迎のご挨拶等がありました。 

 その後、支部会則により須田支部長が議長となり議案の審

議に入りました。 

第1号議案 28年度事業報告・決算報告・監査報告  

第2号議案 29年度事業計画（案）・予算（案） 

第3号議案 支部役員の一部変更について  

等の議案が審議され、全て原案通り承認されました。 

 ご来賓のご挨拶は、酪農学園同窓会会長 小山久一様、酪

農学園後援会常務理事 永田亨様、関東甲信越地区会長 岡田

勉様、埼玉県支部長 廣間善之様、神奈川県支部長 作田昌彦

様、千葉県支部長 唐仁原景昭様、茨城県支部長 根本久美子

様よりそれぞれ近況報告を交え賜りました。 

 その後講演会に移り 

 講師には、大学副学長の野英二様より、「酪農学園大学の

特色ある教育」と題しまして、 

① 酪農学園創立者黒沢酉蔵先生の「三愛精神」を基に実学

教育をしっかりと継続する。  

② 世界的な異常気候やTPP関係に負けない先端を行った研

究活動を成し遂げる。  

③ 学園の先生と学生が一体となり動植物と触れ合いながら

日本農業を向上させる強い人間を育てること、が酪農学園の

教育目標であることをスライドを通して理解した。 

 懇親会は、東京交通会館14階の回転レストラン銀座スカ

イラウンジに会場を移し開催しました。岡本富雄副支部長の

挨拶の後、高澤靖東京オフィス所長の乾杯により和やかな懇

親の場となり、30名が銀座・東京駅の夕景を眺めながら大

いに盛り上がり堪能致しました。最後に、野田修平顧問の音

頭で爽やかに締めていただきました。（文責 安藤武男） 

 

関東甲信越地区山梨県支部総会報告 

 山梨県支部では、７月２３日（日）午前11時から例年通り

甲府市の「ニュー芙蓉」で第１２回目となる総会を開催しま

したので、その内容をご報告いたします。 

 まず、平島支部長の挨拶で遠路より出席に感謝の言葉と山

梨県支部を皆様と一緒に盛り上げて生きたい旨のことばがあ

りました。来賓挨拶では、小山同窓会長より、ホームカミン

グデーのお話、自然のことを昔は天・地と言っていたなどに

ついて話されました。 続いて、関東甲信越地区の岡田会長

が挨拶され、関東支部の近況報告について話されました。 

 総会では、議長には会則により平島支部長が選出され、議

題の審議に入り、 全ての提出議案が原案通り満場一致で承

認され、第１２回目の総会は無事終了いたしました。 

 総会終了後の記念講演は酪農学園大学の野 英二副学長に

お願いし、「酪農学園大学の特色ある教育について」と題し

ての講演でした。特に、建学の精神として①キリスト教に基

づく三愛精神②実学教育③健土健民について話されました。 

 懇親会に移り、中盤から自己紹介を兼ねて各自近況報告

が行われ、大変盛り上がった山梨県支部総会となりました。

（文責 専務理事 平島 勝教） 

地区支部同窓会 紹介コーナー            
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 あ と が き 

 

 今年の北海道は、７月上旬が猛暑とも言える暑さだったのに対し

て、下旬からお盆にかけては夏日の無い涼しい夏休みというような

気候でした。本学でも冷房工事等で暑さ対策が講じられていました

が、お盆明けにはトンボも飛んで秋の気配です。 

 前半のイベントも落ち着き、９月に入るとホームカミンングデー

が９日に開催され、いよいよ後半に向かいます。 

 同窓会も財政基盤の確立とともに、具体的な事業内容の検討の模

索が必要な段階になって参りました。 

 大学同窓会校友会でも周年（10,20,30,40,50）同期会が今年から

始まります。ご案内をいただいた方々のご参加をお待ちしておりま

す。高校同窓会では５年に一度の総会も１１月に開催されます。 

 また短大同窓会では年明けに「ふみあと」の録音収録も計画され

ています。地区支部同窓会でも全国各地で同窓生の絆を強めていけ

るような活動が実践できればと思っております。 

  

今後の主なスケジュール（ＨＰ参照） 

 ７月 

２２日（土） 関東甲信越地区東京都支部総会（東京） 

２３日（日） 関東甲信越地区山梨県支部総会（甲府） 

２９日（土） 関東甲信越地区新潟県支部総会（新潟） 

８月  

０５日（土） 緑風会中央研修会・懇談会（本学） 

１９日（土） 石下真人先生退職記念祝賀会（札幌） 

２９日（火） 酪農学科・農業経済ｓ４４年同期会 

９月 

０９日（土） 酪農学園ホームカミングデー（本学） 

０９日（土） 大学農業経済学科ｓ４５年卒業同期会 

１０日（日） 近畿地区兵庫県支部総会（姫路） 

１０日（日） 石狩地区札幌支部ミニ講演会・総会(札幌) 

１０日（日） 東北地区宮城県支部同窓会（仙台） 

１２日（火） 九州地区鹿児島県支部総会（鹿児島） 

酪農学園同窓会は卒業生を応援します 
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〇心田を耕せ－黒澤酉蔵翁・遺訓－（小冊子） 

  仙北富志和 編著 酪農学園後援会発行 

  74p  19cm  2017.6 

    このたび仙北富志和学園長編著のよる黒澤翁の遺訓集

が出版されました。（内容は第１章は「酪農人生」－あ

れこれー 第２章 希望への灯-「酪青研」への期待 

黒澤翁の業績

（抄）） 

入手をご希望は１

４０円切手を同封

のうえ、上記まで

郵送でお申込願い

ます。  

  

 去る６月２５日、福岡市において、平成２９年度九州地区酪農学

園同窓会の総会を開催しました。 

 九州地区酪農学園同窓会は、全九州８県の支部同窓会で構成して

おり、今回の総会には、来賓として谷山酪農学園理事長、近常務に

ご来駕をいただき、樺木野会長（福岡県支部長、酪農‘６９年

卒）、小嶋聖副会長（宮崎県支部長、獣医‘９４年卒）、竹中勝男

理事（鹿児島県支部長、短大‘６０年卒）、北村裕和理事（大分県

支部長、獣医‘７３年卒）、藤崎英廣理事（熊本県支部長、酪農

‘６７年卒）、田中巧一理事（沖縄県支部長、獣医‘８０年卒）、

松崎秀保理事（長崎県支部長、獣医‘７８年卒）、南川藤夫理事

（新任、佐賀県支部長、獣医‘７９年卒）の８理事（支部長）全員

が出席しての総会となりました 

 開会に先立ち、小嶋副会長より定数の２/３以上の出席があり、

本日の総会が成立したことを宣した後、樺木野会長より開会の挨拶

に併せ、５月２７日開催の本部同窓会理事・代議員会の結果報告、

並びに佐賀県支部長の交代（八谷直見氏から南川藤夫氏へ）により

南川佐賀県支部長が理事に就任されたことが報告され、協議に入り

ました。 

 「第１号議案 平成２８年度事業報告並びに収支決算について」

は、２年に１度開催している九州地区全体総会を、８月６日に宮崎

県にて「全体総会in 宮崎」とし、「第２号議案 平成２９年度事業

計画並びに収支予算について」は、本日の総会開催以外特段の計画

はないものの、平成３０年度に計画している「全体総会in長崎」の

開催日が地元長崎県で決定され、既にすすんでいることが報告され

ました。 

 以上、予定された議案が無事可決され、樺木野会長より謝意を述

べ閉会しました。 

 総会終了後、場所を変え、参加者全員での懇親会を開催し、九州

８県の絆を更に深め、全日程を終了しました。 
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